豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２９年４月

春の強い日差しに気を付けて。

今月も、いするぎ通信をお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年５月９日（火）　午後６時
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
内容：事前指示書やDNR指示に関する内容で　

企画しようと考えています。在宅患者や施設

入所者の受け入れの際に重要な問題なので

多くの職種の人の参加を期待します。
久しぶりに外部講師は呼ばないことにしようかと考えています。事例報告を基に考えていただき、実際にDNR指示を確認している施設の方に、「どのようにしてDNR指示をとっているのか」を紹介してもらおうかなと考えています。問い合わせは天木まで。
●えむえすだぶりゅー日誌：
88歳女性、高血圧症と気管支喘息で外来通院中のケースです。施設入所希望で、同居のお孫さんと相談にみえました。ご長男とお孫さん2人の4人世帯。お孫さん2人は仕事で不在のため、日中はご長男と2人で生活していたそうです。ご長男が３ヵ月のプログラム入院をすることになり、その間の入所希望でした。ご本人のＡＤＬはほぼ自立。認知レベルも年齢相応に思われましたが、味噌汁をつくるなどして火をつけっぱなしにするので独りにしておけないとのことでした。介護保険の説明・申請をしましたが、保険内での入所はご本人の状況から難しいとも思われました。有料施設は料金が折り合わず、在宅サービスを利用することになり包括に在宅状況の確認と今後の担当を依頼しました。普通に生活しているように思われる人でも、家族の誰かに何かあれば支援が必要になる世帯は沢山あるのだろうと思ったケースでした（森）。
●ほーかん日誌： 
東京では桜が開花したと聞いています。陽の光がさしこみ少しずつ春めいてきました。暑さ寒さも彼岸まで・・・とは言いますが、新潟はまだまだ寒い日もあります。訪問先ではまだ冬と同様で煖房器具はこたつ・エアコン・ファンヒーター・石油ストーブ・電気ストーブ・あんかなどなどは、当然のごとくあります。特に一人暮らしのお宅は、電気・石油ストーブのそばに座っていて火傷をしたり、やかんのぐらぐらと沸いた湯で火傷した方がいました。石油ストーブの上にはやかんやお粥が入った鍋、卵が入った鍋、アルミホイルに巻いたさつま芋が置いてあります。お粥が吹きこぼれないか、やかんが空焚きにならないかと帰る際に火元が心配になります。また、こたつで火傷をしたのではと思われるような水疱が足に見られた方もいます。電気ポットのお湯の残量が少ないとそれまた心配・・・ポットのコンセントを抜いてくることもあります。昨年からあちこちの県で大きな火災があとを絶ちません。寒い環境は高齢の方には身体につらいものがありますが、火災を未然に防ぐ声掛けと適度な温度で過ごせる環境づくりにも気を配っていかなくてはなりません。春よ、早く来い‼（長谷川）
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●編集　新人が入ってきて、また新しい風が吹くでしょう。慣れたら是非飲みにケーションも。副院長　柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

